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開
院
５
０
周
年
の
節
目
を
迎
え

る
。
特
定
機
能
病
院
と
し
て
の

役
割
は
も
と
よ
り
、
地
域
に
開

か
れ
た
中
核
的
医
療
施
設
と
し

て
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

患
者
中
心
の
医
療
を
提
供
し
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、

Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や

Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
の
導
入
な
ど
重

症
患
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
大
学
病
院
と

し
て
注
目
を
集
め
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
福
岡
大
学
病

院
新
本
館（
仮
称
）の
建
設
が
進

ん
で
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
等
の
新
興
・
再
興

感
染
症
に
対
応
で
き
る
最
新
鋭

の
施
設
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
人

口
動
態
を
見
据
え
て
３
大
疾
病

を
中
心
と
し
た
先
進
的
診
療
体

制
の
強
化
、
救
急
医
療
・
災
害

拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
強
化

を
図
り
、
今
年
１
２
月
に
竣
工

す
る
。

　

２
０
３
４
年
の
創
立
１
０
０

周
年
に
向
け
て
次
々
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
具
体
化
す
る
福
岡

大
学
。
コ
ロ
ナ
禍
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
ピ
ン
チ
を
「
チ
ャ

ン
ス
」
と
捉
え
、
チ
ャ
ン
ス
豊

富
な
今
と
正
面
か
ら
対
峙
し
進

化
し
続
け
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
現
に
向
け
て

の
方
針
を
明
確
化
し
た
。

７
月
に
は
、行
政・企
業
な
ど
と

連
携
し
た
「
福
岡
大
学
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
（
略
称
・
Ｆ
Ｕ
ス

ポ
ま
ち
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）」を

創
設
。大
学
が
推
進
す
る
教
育・

研
究
・
医
療
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
た
社
会
貢
献
活
動
の
充
実
・

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
実

際
、
サ
ッ
カ
ー
部
や
野
球
部
な

ど
大
学
運
動
部
と
地
域
の
住
民

と
の
交
流
も
具
体
化
。
さ
ら
に

今
夏
、
福
岡
市
で
開
催
予
定
の

世
界
水
泳
で
は
福
岡
大
学
プ
ー

ル
を
練
習
会
場
と
し
て
提
供
す

る
予
定
だ
。

　

ま
た
、
医
療
の
中
核
施
設
で

あ
る
福
岡
大
学
病
院
は
今
夏
、

　

多
様
性
や
公
正
、
包
摂
の
概

念
が
尊
重
さ
れ
、Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（
変

動
性
・
不
確
実
性
・
複
雑
性
・

曖
昧
性
）
が
日
常
と
な
っ
て
い

る
現
代
社
会
。
福
岡
大
学
で
は

学
生
の
将
来
を
見
据
え
、文
系・

理
系
を
問
わ
ず
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の

基
礎
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス・Ａ
Ｉ
入
門
」を
共
通
教
育
科

目
と
し
て
新
設
す
る
な
ど
、
社

会
に
あ
る
様
々
な
課
題
を
イ
ノ

ベ
ー
テ
ィ
ブ
に
変
化
さ
せ
、
解

決
に
導
く
人
材
の
育
成
と
研
究

に
力
を
注
い
で
い
る
。

　

最
近
の
動
き
と
し
て
は
昨
年

４
月
、
世
界
規
模
の
課
題
で
あ

る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
Ｃ
Ｎ
）
を
推
進
す
る
た
め
の

中
核
組
織
「
福
岡
大
学
Ｃ
Ｎ
推

進
拠
点
」
を
設
置
し
、
脱
炭
素

創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て

　

  

チ
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豊
富
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今
と
正
面
か
ら
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峙
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今
冬
、
福
大
病
院
新
本
館
が
竣
工

福岡大学病院新本館（仮称）全体図


